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要旨 
 本稿は、2014 年 8 月から 12 月の間に実施した留学生および日本人学生間の言語交換の実践
報告である。言語交換後に提出された感想文およびやり取りの録音データの分析から、言語交
換を通して生の言語使用および文化が学べることや、同年代との言語学習の楽しさによるモチ
ベーションの向上が効果として見られた。一方で、教材や Skype 通話の問題、母語ではない言
語を教授することの限界や、母語であっても言語に関する質問への対応の難しさが観察された。 
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1. 問題の所在と目的 
 近年、Skype などのビデオ通話を用いて母語話者と学習者間の言語交換が盛んに行われてい
る。このようなオンラインでの学習交流は、テレコラボレーション（Telecollaboration）や E
タンデム（eTandem）と呼ばれ、目標言語を使用する機会が少ない学習者にとっては、コミュ
ニケーションの実践や異文化を体験する上で重要な役割を果たしている。Skype などのビデオ
通話を用いた言語交換は、従来の対面での言語交換や教室学習とは異なり、場所や時間の制約
がないため、遠くにいる相手とも手軽に言語学習ができる。また、同年代の母語話者と交流す
ることで、言語使用への動機を高めたり、目標言語の多様性が理解できるという利点がある
（Kurata，2011）。 
 しかしながら、言語教師ではない者同士の学習であるが故に、適切なフィードバックが出せ
ないことや、ビデオ通話での意思疎通の難しさ、スケジュール調整の問題などが指摘されてい
る（Akiyama，2014）。特に、ビデオ通話での言語学習に慣れていない母語話者や学習者にと
っては、対面よりもむしろ負担が大きくなる恐れがある。それゆえ、対面が可能な JSL
（Japanese as Second Language）環境の学習者と母語話者の言語交換に Skype を併用するこ
とで、スケジュール調整が容易になり、より効果的な言語交換が可能であると考える。また、
教師でなくても効果的にレッスンを進められる教材の提供が必要であると言える。 
 このような言語交換は、国内の大学で日本語を学ぶ理系留学生のように、日本語学習に時間
－  77  －
岡山大学全学教育 ・学生支援機構教育研究紀要第２号 （2017）　77 － 86
が割けない学習者にとっては、教室で学習した日本語を実践する場として有効であると考えら
れる。そこで、本稿では、理系留学生および日本人学生間の Skype および対面での言語交換の
取り組みについて報告を行い、その効果と問題点について示す。 
 
2. 実践の概要 
 北海道の某大学において、（1）留学生と日本人学生の交流、（2）目標言語の運用能力の向上
の 2 点を目的とし、言語交換を実践した。留学生 14 名、日本人学生 19 名の計 33 名が参加し、
授業外の時間に実施した。希望者を募り実施したため、留学生の母語ならびに、留学生および
日本人学生の目標言語のレベルは様々であった。言語交換の流れを図１に示す。 
 
 
図 1 言語交換の流れ 
  
 まず、参加者全員が、Moodle に自己紹介動画をアップロードし、言語交換相手選びの際の
参考にした。その後、Google カレンダーに言語交換が可能な日時を各々が記入し、その情報を
参加者全員で共有した。言語交換学習の教材は、筆者作成の言語交換用会話教材を Moodle 上
からダウンロードできるようにした。また、学生自身が使用したい教材がある場合はその使用
を許可した。Google カレンダー上で同じ日時を希望した学生同士が、目標言語の学習 30 分、
母語の教授 30 分、計 1 時間程度の言語交換を、対面または Skype で実施した。レッスン内容
は、目標言語の会話練習に重点を置いたものであり、目標言語のみをなるべく用いてやり取り
を行うよう指示した。目標言語については、留学生は日本語、日本人学生は英語、韓国語、中
国語であった。英語を学習したい日本人学生が多く、留学生の大半が英語を話せたため、母語
でなくても英語のレッスンを担当した学生がいた。その都度、相手や言語、教材を選びマッチ
ングする方法で、月に最低 2 回以上の言語交換をするよう指示した。言語交換が適切に行われ
たかどうかを知るために、終了後に、レッスンの感想と録音の提出を毎回求めた。また、月 1
回、全員参加の交流会を行い、参加者の親睦を図った。 
 
3. 分析データおよび分析方法 
3.1 SCAT および KJ 法による分析 
 2014年8月から12月の間に実施された32回の言語交換の感想文をSCAT（Steps for Coding 
and Theorization）（大谷，2008）により分析し、KJ 法（川喜田，1997）で分類を行い、カ
テゴリーの抽出を行った。そのカテゴリーについて、日本人学生および留学生、対面および
Skype の場合で比較を行い、言語交換の効果と問題点について考察した。 
【自己紹介】
Moodleに動画を
アップロード
【マッチング】
Googleカレンダ
ーに予定記入
【教材選定】
Moodle上の教材
から選ぶ
【言語交換】
目標言語30分
母語30分
【提出】
感想・録音提出
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3.2 録音データの分析 
 SCAT および KJ 法で抽出されたカテゴリーの抽出背景および具体的なやり取りの例を観察
するため、言語交換中の録音データについても分析を行った。具体的には、筆者が提供した言
語交換用会話教材を用いて 8 回言語交換した留学生（以下、CL）1 名の日本語学習の録音デー
タにおいて、SCAT および KJ 法により抽出されたカテゴリーに関連するやり取りについて観
察した。CL は、中国語を母語とする交換留学生で、日本語学習年数は、母国で 1 年、日本で
半年であり、調査の時点で、初級レベルの日本語授業を履修していた。CL は、合計 8 回の言
語交換を行ったが、録音機材の問題で録音できなかった 1 回目および 5 回目を除いた 6 回分を
分析対象とした。言語交換の相手は、学部生（以下、jsA）1 名、大学院生（以下、jsB）1 名、
であった。jsA は、留学生への日本語指導の経験があり、留学生との接触経験が多く、CL とも
友人関係であった。一方、jsB は、留学生との接触経験が少なく、CL とは初対面であった。1
回の言語交換において、CL は日本語学習、jsA および jsB は英語学習を実施したが、本分析で
は、日本語学習のみを対象とした。日本語学習の詳細を表 1 に示す。 
 
表 1 日本語学習の概要 
回数 録音時間 相手 形態 教材の内容 
2 回目 25 分 54 秒 jsB 対面 L.2「最近どうですか」（近況を聞く） 
3 回目 38 分 34 秒 jsB Skype L.3「どう思いますか」（意見を聞く） 
4 回目 31 分 jsB Skype L.4「教えてもらえませんか」（依頼する） 
6 回目 31 分 40 秒 jsA 対面 L.6「一緒に行きませんか」（誘う） 
7 回目 23 分 38 秒 jsA Skype L.7「どうしたらいいですか」（助言を求める）
8 回目 24 分 27 秒 jsA Skype L.8 L.1〜L.7 の復習 
 
 言語交換用会話教材については、jsA および jsB の英語学習には、レアジョブ英会話が提供
しているオンラインレッスン用の英語の会話教材を、許可を得て使用した。1 回 30 分程度で学
習が完結し、目標言語を話すことに重点が置かれていたため、この教材を採用した。一方、日
本語学習教材については、類似したものが管見の限り見られなかったため、レアジョブ英会話
の教材と同様の構成の教材8回分を筆者が作成した。1回分の教材の構成は表2の通りである。 
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表 2 言語交換用日本語教材の構成 
セクション 言語活動 
１. イラスト描写 自身が知っている語彙や表現を用いて、イラストを説明する。 
２. 語彙・表現 トピックに関連する語彙・表現のリストを見ながら、発音および意味、
例文の確認を行う。 
３. イラスト描写 2 で導入された語彙・表現を用いて再度イラスト描写する。 
４. 並び替え 意味をなすように、複数の文を並び替える。 
５. 会話 トピックに関連する質問に対して、自身のことを述べる。 
  
 CL、jsA および jsB には、レッスン前に次の教示を行った。（1）教材の練習問題の指示文を
読むこと、（2）学習者があまり話さなかった場合、質問をして話を広げること、（3）イラスト
描写の際に学習者が間違った場合、修正を行うこと、（4）会話練習のセクションでは、間違い
を気にせずたくさん話す練習をさせること、（5）各セクションが終わるごとに、「何か質問は
ありますか」と聞くこと、（6）目標言語のみを使用すること、以上 6 点について、具体例を示
し説明した。また、口頭で分からなった場合は、書いても良いことを伝えた。 
 言語交換後に提出された日本語学習の録音データを文字起こしし、次節で示す SCAT および
KJ 法により抽出された 9 つのカテゴリーに関連するやり取りについて観察した。関連するや
り取りを観察することで、各カテゴリーが抽出された背景について深く考察できると考えた。
文字起こしに際し、栁田（2015）で用いられている文字化記号のうち、以下の 5 つを使用した。
また、教材等で導入された語彙や表現についてのやり取りの際には、分かりやすいように、当
該語彙・表現を括弧書きにした。 
 
表 3 文字化記号（栁田（2015:52）より抜粋し作成） 
… 語尾が言い淀んだような形になり、文法的には、文が中途で終了した形になっ
ているもの。 
? 上昇イントネーションを表す。必ずしも疑問文を表すとは限らない。 
， 不自然ではない間。 
ー 伸ばされた音。 
### 聞き取り不能であった部分にこの記号を付ける。その部分の推測される拍数に
応じて、#マークを付ける。 
 
4. 結果および考察 
 留学生および日本人学生の言語交換の感想から、9 つのカテゴリーが抽出された。9 つのカ
テゴリーについて、筆者および協力者の日本語教師 1 名で議論し、「教材」「レッスン内容」「相
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手・自身の指導方法」「相手・自身の言語能力」「Skype 通話の問題点」「文化」「相手の人柄」
「レッスンの楽しさ」「今後の課題」という名前を付した。その後、CL の言語交換の録音デー
タの文字起こしにおいて、9 つのカテゴリーに関連したやり取りが行われている箇所を抽出し、
それぞれのカテゴリーが抽出された背景について考察を行った。以下では、カテゴリー別に結
果および考察を述べる。関連したやり取りが観察されたカテゴリーについては、適宜やり取り
の例を示す。 
 
4.1 「教材」「レッスン内容」 
 「教材」については、言語交換用会話教材を使用した日本人学生から、会話練習には効果的
という肯定的な意見と、教えるのが苦手な人には難しいという否定的な意見があった。一方、
留学生からは、教材の分量が少ないことや難易度が低いという意見が見られた。 
 また、「レッスン内容」については、言語交換用会話教材を継続して使用し、同じ相手と学
習した留学生からは、「語彙や表現の学習ができた」という肯定的な意見が見られた。言語交
換用会話教材を使用した CL および jsB が語彙についてやり取りしている例を以下に示す。以
下の（例 1）では、教材にある「話し合う」という語彙と「議論する」という語彙の違いにつ
いて CL が質問し、jsB が違いを説明している。 
 
（例1） L.3「どう思いますか」・Skype 
CL そうですか，あの，次のは，「話し合う」は， 
jsB うん。 
CL 「議論」の意味という意味ですか。 
jsB そうだね，「議論する」と「話し合う」は同じ。 
CL でもー，「議論する」より「話し合う」の方が、もっと、もっと使うんですか。 
jsB そうだねえ。 
CL わかりました。 
jsB 「議論する」は，うん，「話し合う」よりも，ちょっと難しい言葉だから， 
CL そうなんだ。 
jsB 例えば，うーんと，なんだろう，ニュース番組とか…あと，なんか，大事な文章を 
  人に送るときとか，「議論する」の， 
CL あ，「議論」、「議論」を使う。 
jsB 「議論」の方がちょっと，堅苦しいというか， 
CL 堅苦しい？ 
jsB うーん，なんか，まじめ？っていう感じ。 
CL まじめ？ 
jsB うーん。 
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CL あー，そうそうそうそう。堅苦しい。 
 
 CL は、jsB とのやり取りを通して、語彙の意味だけではなく、使用可能な場面についても情
報を得ている。また、jsB は、説明の際に、同義語・類義語による言い換えや、CL にとって未
知の語彙の使用を行っており、やり取りを通して、教材にない語彙についても学習が行われたと
考えられる。 
 一方で、自身で教材を準備した学生や、数回しか言語交換をしなかった学生の中には、「何
をしたらいいか分からなくて時間がかかった」という否定的な意見があった。その都度相手や
教材を選べることで、言語の多様性が学べる反面、初対面の相手との関係作りや教材内容の理
解に時間をとられ、効果的な学習ができなかったと推察される。 
 
4.2 「相手・自身の指導方法」「相手・自身の言語能力」 
 「相手の指導方法」については、留学生、日本人学生共に、教科書では学べない生の言語使
用について教えてもらえたことを高く評価する意見が多く見られた。一方で、「自身の指導方
法」については、特に留学生において、準備不足のため母語であっても上手に教えることがで
きなかったという反省点が挙げられていた。この意見は、初回の言語交換や、数回しか言語交
換を実施しなかった学生に顕著に見られたため、言語レベルが分からない初対面の相手に、初
見の教材を教えることが難しかったと考えられる。jsA および CL とのやり取りにおいても、
母語である日本語の表現についての説明に、jsA が困難を感じている場面が観察された。以下
にその例を示す。以下の（例 2）は、誘う際に、なぜ「来ませんか」という否定疑問文を用い
るのか CL が質問し、jsA が上手く答えられなかったやり取りである。 
 
（例2） L.6「一緒に行きませんか」・対面 
jsA 先生とか，目上の人に対しては，「良かったら来ませんか」って。 
CL そ，誘うとき，なになに，へいて，へいていの？ 
jsA うん？ 
CL まってね。 
jsA へいてい？ 丁寧？ 
CL 違う。誘うとき，誘うときはていへん… 
jsA 否定？ 
CL 否定。 
jsA これ，否定。 
CL 誘うときは，否定形の使う。ああ、###### 
jsA 「来ません」，うーん，ああ， 
CL でしょ？ 
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jsA いや，これは否定じゃない。 
CL これは，でも否定の文，question， 
jsA 「来ません」，あ，「行きません」，とか， 
CL そうですか。 
jsA あ、そうですかじゃ， 
CL そうなの？ 
jsA この、「せん」は否定じゃない。けど， 
CL でもー，この後ろ，さい，一番うしろのは，せん，せん，せん。 
jsA ふふふ，いや， 
CL 私，へいてんじゃない。きてんじゃない。しだ，している。とってもこの文，なに，誘う， 
  誘うの、誘うのときは， 
jsA うん， 
CL 「行きませんか」，「食べませんか」，でしょ？ 
jsA うん，ちょっと待って，今調べる。 
 
 このやり取りの後、jsA は手持ちの辞書等で調べたようだが、その場では分からなかったた
め、後で調べて回答すると返答していた。また、別の場面では、CL が質問した際に、jsA が用
いる日本語が難しいため、その聞き取りに CL が困難を感じている発話も観察された。教師で
はない日本語母語話者が、言語に関する質問に答えたり、語彙をコントロールすることは容易
ではないため、教材に、最低限の文法や語彙の解説を載せるか、言語に関する質問が出ないよ
うな内容・構成にする等、改善の必要があると言える。 
 「相手の言語能力」については、相手の言語レベルが高いため教えやすかったという意見が
留学生、日本人学生共に見られた。しかし、母語ではない英語を教えた留学生からは、相手の
英語レベルが高すぎて、教えるのが難しかったという意見が見られた。「自身の言語能力」で
は、留学生、日本人学生共に、聴解が弱いことや対話が円滑にできなかったことに対する反省
が多く見られた。教室環境とは異なり、語彙および発話スピードのコントロールがなされてい
ない目標言語を聞きとり、応答することが難しかったと考えられる。また、上記の（例 2）の
ように、学習者の発音の問題により、母語話者が聞き取れず、意図が伝わらないこともあった
と推察される。しかし、継続して言語交換用会話教材を 8 回使用した学生からは、言いたいこ
とが言えるようになったという意見が見られ、継続的な学習が達成感につながったと推察され
る。 
 
4.3 「Skype通話の問題点」「文化」「相手の人柄」 
 Skypeでの言語交換を行った留学生、日本人学生からは、「Skype通話の問題点」が指摘され
た。具体的には、インターネット接続の悪さや、視覚情報がよく見えないという問題点が挙げ
－  82  － －  83  －
留学生および日本人学生間の言語交換の実践
られていた。対面であれば、分からない部分を指し示すなどして、視覚情報を効果的に用いて
コミュニケーションをとれるが、ビデオ通話では音に頼る比重が大きくなるため、上手く説明
できなかったり、聞き取りに問題がある場合は、意思疎通が難しかったようである。特に、携
帯電話を用いて Skype を行った日本人学生の場合は、画面の小ささや、文字チャット機能の使
いにくさが、コミュニケーションに支障を来していた。 
 次に、言語交換において、言語だけではなく、「文化」についても学ぶことができたという
意見が、留学生において見られた。以下に、その例を示す。（例 3）は並び替え練習の答えにつ
いて、CL および jsA がやり取りしている発話である。 
 
（例3） L.6「一緒に行きませんか」・対面 
CL  1 番は，「ちょっと話があるんだけど，今いい」？ 
jsA うん。 
CL つぎは、「突然どうしたの？なに？」。そして，「僕のために毎朝味噌汁を，味噌汁， 
  味噌汁を作ってくれない？一緒に暮らさないか？僕と結婚してください。」最後は、「は 
  い，よろこんで。でも毎朝，味噌汁を作る，作るのは大変だから，手伝ってくれない？」 
jsA うん，わかんないところ，ある？ 
CL うーん，たぶん，も，分かってる。 
jsA この，「僕のために毎朝味噌汁を作ってくれない？」っていうのは， 
CL  Can you Can you make ### for me every every morning? 
jsA そう。それが英語としては，英語なんだけども，これの意味は，結婚してくれない？ 
   って言うこと。Indirectly， 
CL あー、そうなんですか。 
 
 （例 3）では、 CL は、「僕のために毎朝味噌汁を作ってくれない？」という文の意味は分か
っているが、この発話がどのような機能を持つのかについてははっきり分かっていなかったよ
うである。しかし、jsA の説明により、間接的に「結婚してくれない？」と言っていることが
理解できたと考えられる。このように、母語話者とのやり取りにより、言語表現が持つ文化的
背景についても学べたと考えられる。 
 一方で、日本人学生においては、文化が違うため、相手の英語の理解が困難であったという
否定的な意見があった。これは、ネイティブ・スピーカーである日本人学生は、日本語の背景
にある文化に関する情報についても効果的に提供できたが、英語母語話者ではない留学生には
それができなかったからではないだろうか。 
 最後に、「相手の人柄」について述べる。留学生、日本人学生共に、「話しやすい」「親
切」「面白みのある人」など相手に好感を表す意見が多く見られた。また、この人柄は、次節
で述べる「楽しさ」に大きく影響していた。このことから、相手がどのような人であるかが、
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言語学習のモチベーションに影響すると考えられる。 
 
4.4 「レッスンの楽しさ」「今後の課題」 
 留学生、日本人学生共に「言語学習の楽しさ」への言及が多く見られたが、留学生に特徴的
だったのは、母語や英語教授の楽しさについての記述も見られたことだ。普段教えられること
が多い日本語学習者にとっては、教える立場になり自分が主導権を握ることが、尊厳の維持や
自信につながったと考えられる。また、継続して言語交換を行った留学生、日本人学生からは、
「もっと勉強が必要だ」といった「今後の課題」が見受けられた。継続的な学習により、自身
に足りない部分に気づき、向上心が生まれたと推察される。 
 
5. まとめと今後の課題 
 留学生および日本人学生の感想を分析した結果、言語交換を通して生の言語使用を学べるこ
とや、同年代との交流によるモチベーションの向上が効果として見られた。一方で、教材や
Skype 通話の問題、母語ではない英語を留学生が教授することへの限界があることが分かった。
また、言語交換の録音データにおいても、教材を用いた言語交換において、母語話者とのやり
取りを通して、語彙や日本文化に関する学習が促進された反面、教える側の日本人学生におい
て、語彙コントロールや言語に関する質問への対応の難しさが観察された。しかしながら、継
続的に言語交換を続けることで、言語交換のシステムや教材に慣れ、前述の問題が解消された
ケースもあったため、今後は長期間の言語交換を実施し、縦断的に分析を行いたい。  
 また、本稿では、録音データが少なく、量的な分析ができなかったため、抽出されたカテゴ
リーに関連するやり取りを具体例として示すにとどめた。しかしながら、今後は、データを増
やし、会話が中断した際に、母語話者および学習者がどのような方法を用いて修復をしている
のかといった意味交渉にも焦点を当て、分析を行いたいと考える。 
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